
秋の交通安全運動 

地区新人大会報告会 

中間テスト 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ２１日に報告会を実施しました。各部代表か

ら結果と大会の様子について話がありました。 

今回の経験をもとに、次の出番や大会をめざし、 

 

 

 

 

 

その日に向けた準備の工夫と個人の技術力や

チーム力に向上に努めてほしいと思います。 

 

  

２学期中間テストを実施しました。この後、

見直しを進めることになりますが、テスト前に

学習に取り組んだ習慣をぜひ継続してほしい

と思います。時間はテスト前より短くなったと

しても、「勉強することに慣れる」という視点

からも続けてほしいと願っています。 

 

 

 ９月３０日は交通事故死ゼロをめざす日で

す。今回の運動の重点として、「歩行者の安全

確保・夕暮れ時と夜間の事故防止・自転車のヘ

ルメット着用」があげられています。交通安全

は毎日のことですが、こうした運動期間には、

強調して登下校の安全の確認を続けていきた

いと思います。特に下校や帰宅途中で暗くなる

時間帯は気をつけさせたいところです。 

３０日の日の入り（盛岡）は１７時２１分と

なっています。 
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 「えぐね」は、日本三大散居村の地、胆沢扇状地の屋敷の北

西側に木を森のように植えて、冬の季節風から屋敷を守る防風

林です。快適な住環境を形づくり、日本の原風景を代表する景

観を生み出しています。本校が胆沢の地や人々にとってなくて

はならない「えぐね」のような存在であり続けたいと願い、校

報の名前にしています。<学校ＨＰ ttps://isawachu.edumap.jp> 

 

 

ソフトテニス女子個人 

第3位 小野寺加純・髙橋綾組（県大会進出） 

第3位 村田結愛・本庄沙羅組（県大会進出） 

ソフトテニス女子団体 第1位（県大会進出） 

ソフトテニス男子団体 第3位 

剣道女子団体 第4位（県大会進出） 

剣道女子個人 第7位 髙橋里緒（県大会進出） 

サッカー 第3位 

軟式野球 第3位 

バレーボール女子 第1位（県大会進出） 

卓球男子個人 第3位 千葉温志（県大会進出） 

      第3位 小倉史哉（県大会進出） 

卓球女子個人 第1位 千田莉子（県大会進出） 

バドミントン男子ダブルス 

第3位 佐々木雄琉・鈴木星那組（県大会進出） 

バドミントン女子シングルス 

第3位 菊地美羽（県大会進出） 

バドミントン女子ダブルス 

第3位 平石麻衣・芳賀莉心組（県大会進出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高 1調査㉒ 「相談相手」 

衣替えと健康管理 

令和 7年度の県立入試 

 

 

間もなく１０月を迎えます。衣替えの時期と

なりますが、当面は気温に応じた服装を意識さ

せるための声かけを続けたいと思っています。

今年は暑い時期が長期間にわたって続いたた

め、身体へのダメージが残っていることも心配

されます。秋の良さを感じつつ、健康な生活を

続けてほしいと思います。 

 

 

現在の中学２年生以降が対象となる入試制

度の変革です。主な変更内容は次の通りです。 

１ 入試日程は３月上旬の２日間で実施 

・1日目（一般入試の学力検査） 

・2日目（一般入試の学校独自検査、特色入試） 

・特色入試出願者は 2日間の検査をすべて受ける  

２ 推薦入試は特色入学者選抜に変更 

・校長の推薦は不要 

・志願先高校の求める生徒像を参考に出願 

・多様な資質や能力を検査で評価 

３ 一般入試の選抜方法の見直し 

・学力検査と調査書の比率は各高校で決定 

・面接は各高校が必要に応じて実施 

新しい入試制度に関する内容は、岩手県のホ

ームページに掲載されています。更に、今の時

点で、お知りになりたいことがある場合は、中

学校へご連絡お願い致します。 

 

悩みや不安を誰に相談するか（複数回答） 

 

お母さん         ５５．４％ 

お父さん         ２３．５％ 

きょうだい        １４．８％ 

祖父母           ５．４％ 

友人           ５９．０％ 

先輩・後輩        １２．５％ 

教師           １２．１％ 

スクールカウンセラー    １．２％ 

インターネットの相談サイト １．０％ 

相談しない        １３．３％ 

相談相手は、家族や友人が多くなっていま

す。このことは昔も今も変わりはない気がし

ます。学校では定期的な教育相談期間を設け

ている他に、スクールカウンセラーや相談機

関・外部機関の紹介も行っています。誰かに

相談すること（ＳＯＳを伝えること）へのハ

ードルは下げたいと思います。 

 

 

 

 
生徒へ配布したカードです 

 


